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令和3年度　自己評価書・学校関係者評価書

子どもは、好き嫌いなく食事をし適度な運動と十分
な睡眠に気をつけて生活していると思いますか。

③健やかな体を育む教育の推進

①豊かな心をはぐくむ教育の推進

②確かな学力を育む教育の推進

学校は、豊かな人間性を育む心の教育の充実に努め
ていると思いますか。（礼儀、生命尊重，思いやり
など）

【学校より】１年を通して計画的に研究授業に取り組み、先生方の授業力が向上してきたように思われる。コロナ禍により、登校自粛する児童も増えたが、すべ
ての先生方が工夫してハイブリッド授業に取り組むことができた。特に「わかる授業、楽しい授業」については、そう思うという子どもの割合が増えた。タブ
レット端末の活用では、ドリルパークを中心にした自主学習、ロイロノートやメタモジなど、タブレットの良さを生かした授業実践が進んだことがよかったと思
う。

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対応
ができていると思いますか。

子どもは、友だちとなかよくしていると思います
か。

先生方は、わかる授業、楽しい授業づくりに努めて
いると思いますか。

子どもは、意欲的に授業に取り組んでいると思いま
すか。

【学校より】本校は児童数に対し運動場が広くなく、
自由に遊ぶのが難しい状況にあるが、外遊びが好
きである。行間を利用したスポーツタイムや毎日の
目の体操など、運動・健康についての活動を充実
させたい。

「交流及び共同学習」等の実施は、相互理解の促進
につながっていると思いますか。

学校では、いじめや問題があったとき、すぐに話を
聞いて対応していると思いますか。

①いじめ不登校などに対する相談支援体制の充実 ②特別支援教育の推進

【学校より】毎月の東っこアンケートや心のアンケートなど
で、子どもたちのいじめや問題を的確に把握し、早期発
見・早期対応に努めたい。また、定期的に児童理解夕会
を開き、共通理解の上でチームとして対応を進めたい。

【学校より】特別支援教育コーディネーターを中心にケース会議を開き、子どもの理解とより良い対応に向け、担任中
心でなくチームとして多くの職員が関わって推進していきたい。今年度の新項目「１１、共生社会を担う人材の育成」
については、コロナ禍で交流学習が難しい現状ではあるが、学習活動を工夫して推進していきたい。

【学校より】「一人一人の児童生徒の尊重」では、ほとんどの児童・教職員はできていると答えているが、保護者にはできていないと感じている回答が少数あ
る。できていないと感じている保護者の思いや願いを受け止めて指導に努めていかなければならない。「友達への思いやり」の項目では、ほとんどの児童がなか
よくしていると答えている、今後とも子どもたち同士が仲良く安心して生活できる学校・学級づくりに努めたい。道徳・心の教育では、心かがやけ月間や人権旬
間などの取り組みを中心に、より一層充実していくよう努めたい。

子どもは、タブレット端末を活用して学習している
と思いますか。

学校は、支援を必要とする子どもの教育について、
共通理解を図りながら取り組んでいると思います
か。

先生方は、子どものよさを見つけ、子どもを理解し
ようと努めていると思いますか。

①いじめ不登校などに対する相談支援体制の充実

【学校より】教職員は、学級での「良いとこさがし」な
どの活動を通し、子どもたち一人ひとりの良さを認
め、ほめる活動を行い、子どもたちの自尊感情を高
める取り組みを今後も充実させていきたい。
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12 安全と事故防止 13 施設・設備の安全管理

14 教育方針・目標の理解 15 家庭や地域との連携協力

16 挨拶の励行 17 読書活動の推進 18 家庭学習の充実

⑧本校の教育

【学校より】PTAでは校区の危険個所点検に取り組
んだり、安全パトロールの実施など高い意識を持っ
て取り組んでいる。令和3年度は交通事故はなかっ
たが、今後とも安全教育に地域を上げて取り組んで
いきたい。

②最適な学習環境の整備

【学校より】学校だより「響」や各学年の学級通信。学校ホームページの児童の様子（ほぼ毎日更新）
で、学校の様子を伝えるよう努力してきた。コロナ禍で学懇談会が開けなかったが、WEB学級懇談など、工
夫して学校の様子を伝えることで、開かれた学校づくりに努めてきた。今後とも工夫して学校の実態を広
く地域保護者に公開していけるよう努めたい。

学校は、家庭や地域と連携・協力しながら教育活動
を進めていると思いますか。

③家庭・地域社会との連携強化

【学校より】学校施設が古く、各所に段差も多くバ
リアフリーにはほど遠い実態があるが、安全点検を
徹底して。安全な学校環境づくりに全職員で取り組
んでいるところである。

子どもたちは、よく家庭学習をしていると思います
か。

学校の施設・設備は、安全でよく整備・管理されて
いると思いますか。

②最適な学習環境の整備

【学校より】挨拶の励行について、あまり良くない結果であった。子どもたちからデザインを募集してあいさつがんばりシールを作成し、活用することで子ども
たちの挨拶の声が響くようになった。朝の挨拶運動に取り組む学級も出てきて、確実に挨拶はよくなることと思う。読書については、読書と学力の相関が明らか
になってきたので、来年度は読書活動の充実に力を入れ、読解力向上、ひいては学力向上に努めていきたい。市学力調査の結果やが振り返り問題などを活用し
て、学力充実に力を入れていきたい。

本年度もコロナ禍により学校教育活動には制約が多かった。しかしながら、その中でも、感染状況を見ながら授業参観や学級懇談、東っこまつりなどの行事を工
夫して行うことができた。今後のコロナウィルス感染症の流行は予断を許さないが、十分な感染対策を取りながら、なるだけ多くの学校行事を行っていき、安心
安全な学校づくりを進めながら学校を開いていきたい。
〇学校教育目標を、さらにわかりやすく、学校だより・学級だより・PTA新聞・学校webページなどを通して情報発信を行いたい。
〇学力向上のために、校内研修を充実させ、計画的な授業研究を進めたい。
〇学校・保護者・地域が一体となった挨拶とマナーアップに努めたい。
〇コロナウイルス感染予防対策（マスク着用、手洗い・うがい、換気の徹底）を行い。学校の安全・安心の学校づくりに努めたい
〇熊本市学力調査の結果を踏まえ、児童の学力分析を行い、指導法の改善に努めたい。
〇コロナ禍の中でも体力向上に向け、運動量を確保した体育の授業の工夫、外遊びの励行を行い。体力向上に努めたい。

子どもたちは、よく読書をしていると思いますか。子どもたちは、よく挨拶をしていると思いますか。

学校は、子どもの事故防止などの安全教育に取り組
んでいると思いますか。

学校は、教育方針や教育目標などを、子どもや保護
者地域にわかりやすく示していると思いますか。
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学校関係者評価
○本年度もコロナ禍の中、子どもたちの安心安全を守りつつ、工夫をして運動会や東っこまつりなどの行事を開催していただき、よかったと思う。授業参観がな
かったので学校での様子を見る機会が少なかったが、来年は、授業参観が実施できることを願う。
○地域での行事も少なかったが、その中でも子どもの健全育成に協力することができた。
○子どもの情操を養うために、読書活動を活性化されるとよい。地域も協力したい。
○古い校舎であるが、今後もしっかり安全管理に努めてもらいたい。
○子どもたちの心と体の成長のために職員が一丸となった教育活動が大変素晴らしい。今後ともよろしくお願いしたい。


